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　新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
国
政
で
は
参
議
院
議
員
の
選

挙
に
よ
り
衆
・
参
の
捩
れ
が
解
消
、
政
権
が
安

定
し
た
か
の
よ
う
に
伺
え
ま
す
が
今
年
は
消
費

税
が
８
％
に
な
り
国
民
の
日
々
の
生
活
、
暮
し

に
大
き
な
影
響
が
出
る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
て

い
る
折
、
２６
年
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
今
や
生

活
の
足
で
あ
る
軽
自
動
車
税
も
セ
ッ
ト
で
盛
り

込
ま
れ
不
安
な
昨
今
で
す
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
が
出
る
の
が
今
年
の
後
半
か
ら
と
予
想
さ
れ

て
い
る
事
か
ら
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　町
で
は
川
角
中
学
校
生
の
修
学
旅
行
時
の
善

行
、
ゆ
ず
の
里
保
育
園
の
開
園
、
水
泳
世
界
選

手
権
で
町
内
在
住
の
瀬
戸
さ
ん
が
金
メ
ダ
ル
を

獲
得
、
毛
呂
山
中
学
生
３
名
が
越
生
線
踏
切
内

の
人
命
救
助
等
の
話
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が

高
齢
化
が
増
々
進
む
と
と
も
に
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
今
後
町
の
発
展
と
住
民
の
安
寧
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
の
早
期
整
備

な
ど
町
政
運
営
手
腕
が
増
々
問
わ
れ
て
来
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　私
た
ち
議
員
も
住
民
の
直
接
選
挙
で
選
ば
れ

た
住
民
全
体
の
代
表
者
で
す
。
そ
の
職
責
を
果

た
す
た
め
最
大
限
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
の

で
今
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　結
び
に
町
民
皆
様
の
弥
栄
と
御
壮
健
で
有
ら

せ
ら
れ
る
よ
う
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

１２月議会
定例会

年
頭
の
あ
い
さ
つ

　

平
成
２５
年
１２
月
定
例
会
は
、
１２
月
２
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
９

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
の
制
定
２
件
、

条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
補
正
予
算
３
件
、
基
本
協
定
の
一
部

変
更
１
件
、
損
害
賠
償
額
の
決
定
１
件
、
諮
問
１
件
、
請
願
１

件
、
議
員
発
議
１
件
合
計
１４
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議

を
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
今
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、

８
名
が
登
壇
し
、
活
発
な
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

議 長

下 田　一 甫

謹んで新春のお慶びを申し上げます

今年も町政発展のため頑張って参ります

議
員
全
員

　議
場
に
て

い
や  

さ
か
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　　毛
呂
山
町
災
害
派
遣
手
当
等

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　大
規
模
災
害
か
ら
の
復

興
に
関
す
る
法
律
の
公
布
に
伴

う
も
の

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　　毛
呂
山
町
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　

　
　消
費
税
法
の
改
正
に
伴

う
も
の

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

　　毛
呂
山
町
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で

あ
り
、
延
滞
金
の
割
合
等
の
特

例
を
定
め
る
も
の

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　毛
呂
山
町
水
道
事
業
給
水
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　消
費
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
水
道
料
金
及
び
加
入
金
の

額
を
定
め
た
条
例
を
一
部
改
正

　消
費
税
率
改
正
に
比
例
し
、

４
月
１
日
よ
り
水
道
料
金
が
変

更
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

　武
州
長
瀬
駅
自
由
通
路
及
び

橋
上
駅
舎
整
備
工
事
の
施
行
に

関
す
る
基
本
協
定
の
一
部
を
変

更
す
る
協
定

　
　
　
　
　︵
賛
成
多
数
可
決
︶

　損
害
賠
償
の
額
の
決
定

　
　
　東
京
電
力︵
株
︶よ
り
、

平
成
２４
年
度
放
射
能
対
策
と
し

て
実
施
し
た
学
校
給
食
等
の
検

査
に
要
し
た
費
用
額

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５

３
７
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
９６
億
４
７
１
１
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　
○
主
な
内
容

・
福
祉
会
館
耐
震
補
強
工
事

　補
正
額
は
１
億
９
１
２
万
８

千
円　耐

震
工
事
を
行
い
、
今
後
町

民
の
方
々
に
安
心
・
安
全
に
福

祉
会
館
を
ご
利
用
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

・
電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

設
備
工
事
︵
役
場
敷
地
内
︶

　補
正
額
は
７
６
７
万
６
千
円

次
世
代
自
動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
行
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
国
か
ら
５
１
１
万
６
千
円

の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

・
保
育
シ
ス
テ
ム
変
更
委
託
料

　補
正
額
は
１
６
３
万
８
千
円

　平
成
２７
年
度
よ
り
新
制
度
に

変
更
と
な
る
た
め
の
、
シ
ス
テ

ム
変
更
等
準
備
を
行
い
ま
す
。

・
松
貫
橋
側
道
橋
設
置
工
事

　補
正
額
は
４
８
２
６
万
円
の

減
額　東

日
本
大
震
災
の
復
興
工
事

に
伴
い
、
資
材
及
び
技
術
者
の

不
足
に
よ
り
、
入
札
不
調
と
な

り
当
年
度
工
事
を
見
送
っ
た
為

工
事
費
の
全
額
を
減
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　国
へ
の
高
齢
者
医
療
制
度
円

滑
運
営
事
業
補
助
金
返
還
金
を

１２
万
円
追
加
し
、
予
備
費
を
１２

万
円
減
額
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

○
主
な
内
容

　補
助
金
交
付
申
請
額
に
対
し

実
績
額
と
の
差
額
が
生
じ
た
為
、

補
助
金
額
超
過
分
を
返
還
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

　補
正
額
は
２
８
５
万
８
千
円

の
減
額

　
　
　
　
　

○
主
な
内
容

職
員
の
手
当
及
び
法
定
福
利
費

の
減
額
補
正
で
す
。

　
　
　
　
　︵
全
員
賛
成
可
決
︶

一
般
会
計
（
第
４
号
）

　
　
　
　
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

理
由

理
由

理
由

理
由

理
由

水
道
事
業
会
計

（
第
２
号
）

条

例

の

改

正

な

ど

補

正

予

算
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　こ
の
条
例
は
、
空
き
家
等
が
放

置
さ
れ
、
管
理
不
全
な
状
態
の
ま

ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保
全

及
び
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

委
員
会
で
質
疑
さ
れ
た
主
な
内
容

　
　空
き
家
等
の
実
態
調
査
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
が
立
ち

入
り
を
行
う
よ
う
に
な
る
と
思
う

が
そ
う
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
な

い
が
、
不
法
侵
入
に
は
な
ら
な
い

の
か
。

　
　あ
く
ま
で
も
外
観
で
の
調
査

を
行
う
も
の
で
、
国
で
強
制
代
執

行
を
行
う
場
合
は
、
立
ち
入
り
が

発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　空
き
家
と
認
定
し
た
ら
現
地

に
表
示
物
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　認
定
時
に
は
、
表
示
は
考
え

て
お
ら
ず
、
公
表
に
至
っ
た
場
合

に
表
示
す
る
。

　
　問
題
は
所
有
権
が
不
明
な
空

き
家
は
危
険
で
あ
る
し
、
住
民
の

迷
惑
に
繋
が
る
。
そ
れ
ら
を
調
査

・
処
理
す
る
の
は
、
こ
の
条
例
で

は
出
来
な
い
。
住
民
サ
イ
ド
か
ら

の
情
報
提
供
が
、
今
後
主
軸
に
な

っ
て
い
く
の
か
。

　
　町
民
の
方
か
ら
の
情
報
提
供

を
吸
収
す
る
中
で
動
き
た
い
。

　
　本
人
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い

限
り
代
執
行
に
な
り
費
用
も
か
か

る
。
顧
問
弁
護
士
に
相
談
し
、
条

例
の
改
正
を
願
う
。

　
　管
理
不
能
な
空
き
家
に
な
ら

な
い
よ
う
状
況
を
防
ぐ
た
め
の
条

例
で
、
管
理
不
能
な
状
態
に
な
っ

た
も
の
は
、
国
等
で
対
策
を
検
討

し
て
い
る
。

　最
近
、
本
町
で
も
﹁
空
き
家
﹂

が
身
近
で
目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。

空
き
家
は
放
火
や
ご
み
の
不
法
投

棄
の
対
象
と
な
っ
た
り
、
犯
罪
に

利
用
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
倒
壊
や
破
損
箇

所
の
飛
散
な
ど
に
よ
り
近
隣
住
宅

に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　以
前
、
空
き
家
の
対
策
に
迫
ら

れ
、
役
場
と
の
協
議
、
地
権
者
へ

の
﹁
指
導
及
び
勧
告
﹂
と
な
り
ま

し
た
が
望
ま
し
い
効
果
に
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
条
例
の
制

定
で
、
条
文
の
内
容
な
ど
万
全
と

は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
﹁
空
き

家
﹂
を
持
つ
地
権
者
へ
の
維
持
・

管
理
︵
活
用
︶
に
対
す
る
自
覚
を

促
す
も
の
と
考
え
、
賛
成
と
致
し

ま
す
。

　　こ
の
条
例
は
、
電
気
自
動
車
用

充
電
設
備
の
設
置
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

委
員
会
で
質
疑
さ
れ
た
主
な
内
容

　
　使
用
料
を
１
回
３０
分
３
０
０

円
を
徴
収
す
る
よ
う
で
す
が
、
周

り
の
自
治
体
が
無
料
な
の
に
町
で

３
０
０
円
を
徴
収
し
て
利
用
さ
れ

る
と
思
う
か
。

　
　町
で
は
、
近
隣
自
治
体
と
は

違
い
課
金
装
置
を
設
置
す
る
の
で

２４
時
間
利
用
で
き
る
。

　
　２４
時
間
営
業
す
る
の
に
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
問
題
が
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
。
今
の
時
代
、
当

然
安
心
安
全
の
担
保
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
２
台
分
の
貴
重
な

駐
車
場
を
占
用
さ
れ
る
よ
り
駐
輪

場
の
一
部
を
削
れ
ば
１
台
分
確
保

で
き
る
の
で
は
。

　
　自
動
販
売
機
的
な
機
械
で
盗

難
が
あ
れ
ば
当
然
そ
の
可
能
性
も

あ
り
、
夜
間
運
用
し
た
場
合
に
は

事
故
等
の
恐
れ
も
あ
る
。
そ
の
緊

急
の
場
合
に
対
処
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
又
、
運
用
上
の
課
題
は

い
ろ
い
ろ
出
て
く
る
。
現
時
点
で

は
守
衛
が
２４
時
間
待
機
し
て
い
る

の
で
対
応
可
能
。
尚
、
今
現
在
、

駐
輪
場
は
か
な
り
不
足
し
て
い
る

状
態
で
す
。
電
気
配
線
の
関
係
上

道
路
に
面
し
た
北
側
に
設
置
と
い

う
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
位
置
に
な

っ
た
訳
で
す
。

※

委
員
会
と
し
て
の
要
望

貴
重
な
駐
車
場
を
確
保
す
る
た
め

の
設
置
場
所
の
計
画
変
更
と
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
問
題
が
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
点
を
踏
ま
え
て
設

置
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

　条例の制定の審議については、生活福祉常任委員会に付託されました。

　本会議では討論があり、毛呂山町空き家等の適正管理に関する条例については賛成多数可決。毛呂山

町電気自動車用充電設備の設置に関する条例については全員賛成にて可決となりました。

生活福祉常任委員会に付託

【 条 例 の 制 定 】

毛
呂
山
町
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例

︹ 

賛 

成 

討 

論 

︺

岡
野 

勉 

議
員

毛
呂
山
町
電
気
自
動
車
用
充
電

設
備
の
設
置
に
関
す
る
条
例

問問問 答 答

問答 答

問問 答答

毛呂山町役場庁舎

駐車場

駐車場

歩道
北

駐輪場

駐車場

県
道

　新
飯
能
寄
居
バ
イ
パ
ス

歩
道

設置場所

設置場所位置

電気自動車用充電設備設置場所
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　　　　藤岡 健司 議員
　　　　　４月からの消費税の増税は、税率を８％に上げるだけでも８兆円の増税、年金削減など社会
　　　　保障の負担増・給付減を合わせれば１０兆円もの負担増であります。政府は、「経済再生と財
　　　　政再建の両立をはかる」と言っていますが、国民の暮らしにはかりしれない深刻な打撃をもた
　　　　らし、経済も財政も共倒れの破綻に追い込まれることは明らかではないでしょうか。私は消費
　　　　税に反対をしておりますので、新聞への消費税軽減税率適用には、反対を致します。

　　　　弓田 茂樹 議員
　　　　　適用範囲を巡っては、巨大な利権が発生し、政治家や官僚が業界と結託することに、大きな
　　　　問題が発生することへの懸念があります。
　　　　　町民の皆様に対し、不透明なものを、公正公平な立場において審議審査を行うのが議会であ
　　　　ります。ある一つの業界だけを特視しようとするこの請願には公正公平の観点より、不透明さ
　　　　が残ると感じざるを得ません。
　　　　　また、今後同様の請願が他の業界団体より提出された場合の判断には、公平公正の審査に大
　　　　変苦慮することが想定されます。
　　　　　今この請願を採択するには、時期尚早と考えます。

　　　　岡野 勉 議員
　　　　　そもそも、消費税率引き上げ（５⇒８％）に大反対。この１５年で国民の平均所得は４４６
　　　　万円から３７７万円と約７０万円、率にして１５％も減り続けている。町民の生活破壊の実態
　　　　は質量とも低下の一途をたどっている。
　　　　　今後も非正規雇用など不安定雇用の広がりが危惧され、「格差と貧困」を助長する消費税率
　　　　の引き上げは反対です。本請願は、１部門１団体ではありますが消費税の引き上げに対し「新
　　　　聞の公共性、民主主義を支える新聞の役割」を踏まえた上で、消費税の軽減を訴えるものです。
　　　　できれば、全体の軽減税率を望むが訴えの主旨に同意し、賛成とする。

　私たちは、新聞をふくむ文字文化は、米・水などとともに日本の国を形作ってきた基礎的財と考えます。
　新聞は国内外の多様な情報を、その戸別配達網により埼玉県下へ、全国へ、日々ほぼ同じ時刻に届けるこ
とで、国民の知る権利と議会制民主主義を下から支え、あわせて文字文化興隆の中軸の役割りを果たし続け
ています。
　国土も狭く資源も少ないわが国が世界有数の先進国となったのは、伝統的な勤勉性とともに、新聞の普及
と識字率の高さが、学力・技術力を支える役割りを大きく果たしてきたことは広く認められるところです。
　欧米の例を見ても、大半の先進国が新聞への軽減税率措置を執っている所以です。
　近年、活字離れが進むなかで、書籍とともに新聞も購読率の低下傾向にあり、新聞をまったく知らないで
育つ子どもが増えるなど、次の世代の知的水準へ深刻な影響を及ぼすものと深く憂慮されています。加えて
今回の消費税率引上げにより、新聞離れが格段と加速される恐れがあると危惧します。
　よって消費税率が８％、１０％いずれの段階でも新聞への軽減税率を導入されることは、極めて肝要な施
策と考え、下記について、地方自治法第９９条の規定にもとづき国への意見書を提出していただきたいと願
い、請願いたします。

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書の提出について

発議第２号　新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書の提出について

【提 出 者】　さいたま市浦和区東高砂町２１−１　埼玉県新聞販売組合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合長　市川 謙司　ほか７名
【紹介議員】　堀 江　快 治

（賛成多数可決）

（賛成多数採択）

　　　　
　　　　　４月からの消費税の増税は、税率を８％に上げるだけでも８兆円の増税、年金削減など社会
　　　　保障の負担増・給付減を合わせれば１０兆円もの負担増であります。政府は、「経済再生と財
　　　　政再建の両立をはかる」と言っていますが、国民の暮らしにはかりしれない深刻な打撃をもた
　　　　らし、経済も財政も共倒れの破綻に追い込まれることは明らかではないでしょうか。私は消費
　　　　税に反対をしておりますので、新聞への消費税軽減税率適用には、反対を致します。

　　　　
　　　　　適用範囲を巡っては、巨大な利権が発生し、政治家や官僚が業界と結託することに、大きな
　　　　問題が発生することへの懸念があります。
　　　　　町民の皆様に対し、不透明なものを、公正公平な立場において審議審査を行うのが議会であ
　　　　ります。ある一つの業界だけを特視しようとするこの請願には公正公平の観点より、不透明さ
　　　　が残ると感じざるを得ません。
　　　　　また、今後同様の請願が他の業界団体より提出された場合の判断には、公平公正の審査に大
　　　　変苦慮することが想定されます。
　　　　　今この請願を採択するには、時期尚早と考えます。

反

対

討

論

　　　　
　　　　　そもそも、消費税率引き上げ（５⇒８％）に大反対。この１５年で国民の平均所得は４４６
　　　　万円から３７７万円と約７０万円、率にして１５％も減り続けている。町民の生活破壊の実態
　　　　は質量とも低下の一途をたどっている。
　　　　　今後も非正規雇用など不安定雇用の広がりが危惧され、「格差と貧困」を助長する消費税率
　　　　の引き上げは反対です。本請願は、１部門１団体ではありますが消費税の引き上げに対し「新
　　　　聞の公共性、民主主義を支える新聞の役割」を踏まえた上で、消費税の軽減を訴えるものです。
　　　　できれば、全体の軽減税率を望むが訴えの主旨に同意し、賛成とする。

賛
成
討
論

請 願 の 趣 旨

総務文教常任委員会に付託

【 請 　 願 】
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議 員 名

議 案

●議案の審議結果（１２月定例会） ○は賛成　×は反対　退は退席　討は討論　議は議長
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73

74
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諮問２

請願１

発議２
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×
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○

○

○
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○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

討○

○

○

討×

○
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○

○

○

×

討○

○

討○

○

○

○

○

討×

○

×

○

○

○

○

○

○

討×

×

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

議

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

適任

採択

可決

下
田
　
一
甫

堀
江
　
快
治

岡
部
　
和
雄

長
瀬
　
　
衛

高
橋
　
達
夫

小
峰
　
明
雄

岡
野
　
　
勉

藤
岡
　
健
司

宮
寺
　
征
二

村
田
忠
次
郎

千
葉
三
津
子

荒
木
か
お
る

佐
藤
　
秀
樹

弓
田
　
茂
樹

審

議

結

果

毛呂山町空き家等の適正管理に関する条例

損害賠償の額の決定について

人権擁護委員候補者の推薦について

毛呂山町電気自動車用充電設備の設置に関
する条例

毛呂山町災害派遣手当等の支給に関する条
例の一部を改正する条例

毛呂山町農業集落排水処理施設の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例

毛呂山町営住宅管理条例の一部を改正する
条例

毛呂山町水道事業給水条例の一部を改正す
る条例

平成２５年度毛呂山町一般会計補正予算
（第４号）

平成２５年度毛呂山町国民健康保険特別会計
補正予算（第２号）

平成２５年度毛呂山町水道事業会計補正予算
（第２号）

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見
書の提出について

新聞への消費税軽減税率適用を求める意見
書の提出について

武州長瀬駅自由通路及び橋上駅舎整備工事
の施行に関する基本協定の一部を変更する
協定について
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小峰明雄　議員

　　　　　　　

村田忠次郎議員

千葉三津子議員

　　　　　　　

佐藤秀樹　議員

　　　　　　　

荒木かおる議員

　　　　　　　

岡野　勉　議員

岡部和雄　議員

藤岡健司　議員

①教育・子育て環境の充実

②遊休農地

①選挙公約の進捗状況

②企業誘致

①納税率向上への取り組み

②がん教育の取り組み

③脳ドック検診

①川角駅周辺対策

②空き家問題

③毛呂山町の長期ビジョン

①防災

②毛呂山小中学校将来構想検討

　委員会

③自治体が管理する公園の遊具

④救急医療キット

①タウンミーティングと出前講

　座

②越辺川　川のまるごと再生プ

　ロジェクト

①現在の町制運営は町民の期待

　に沿っているか

①税金の徴収

②自然災害の対応

③消費税の増税分の事業展開と

　町の動向

質問議員と質問事項

質問と答弁の内容を要約してお知らせします。

※内容については、各人の原稿をもとに、質問順で掲載いたしま
　した。質問順は抽選により決定されます。

いっぱん質問
　１１
月
２５
日
全
員
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
町
よ
り
次
の
協
議
内
容
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　　
　現
在
、
１
行
政
区
と
し
て
運
営

　し
て
い
る
目
白
台
自
治
会
が
、
世

　帯
数
増
加
に
伴
い
、
平
成
２６
年
４

　月
１
日
よ
り
、
３
行
政
区
に
分
か

　れ
、
毛
呂
山
町
の
行
政
区
数
は
現

　行
６７
か
ら
６９
と
な
り
ま
す
。

　
　雇
用
と
年
金
の
接
続
に
関
す
る

　国
の
要
請
を
踏
ま
え
、
平
成
２６
年

　度
か
ら
再
任
用
制
度
の
運
用
を
、

　今
年
度
退
職
者
よ
り
開
始
し
ま
す
。

　
　納
付
方
法
が
普
通
徴
収
か
ら
特

　別
徴
収
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
　電
気
、
ガ
ス
、
エ
コ
ア
イ
ス
の

　う
ち
、
熱
源
方
式
の
比
較
を
環
境

　面
、
空
調
性
能
、
コ
ス
ト
等
、
検

　討
の
結
果
、
ガ
ス
方
式
に
よ
る
空

　調
設
備
の
導
入
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　現
在
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化

　協
議
会
に
お
い
て
、
検
討
さ
れ
て

　い
る
、
町
内
循
環
バ
ス
の
運
行
方

　針
の
中
間
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
民
間
委
託
と
し
、
車
イ
ス
乗
車
可

　能
車
３
台
で
運
行
を
計
画
し
て
い

　ま
す
。

・
現
行
ル
ー
ト
及
び
増
便
を
検
討
し

　て
い
ま
す
。

・
利
用
料
金
は
、
受
益
者
負
担
の
考

　え
に
よ
り
、
現
行
無
料
で
あ
っ
た

　も
の
が
、
有
料
化
と
な
る
予
定
で

　す
。

　
・
加
入
に
伴
い
、
火
葬
炉
を
４
炉
増

　や
す
等
、
改
良
が
必
要
で
あ
る
。

・
施
設
の
改
修
費
用
は
坂
戸
市
が
負

　担
す
る
。

・
造
成
・
用
地
費
等
の
負
担
に
つ
い

　て
、
坂
戸
市
が
組
合
設
立
時
当
初

　か
ら
加
入
し
て
い
た
と
仮
定
し
た

　場
合
の
試
算
額
等
を
考
慮
す
る
。

・
坂
戸
市
加
入
に
よ
る
事
務
経
費
負

　担
増
は
、
坂
戸
市
が
全
額
負
担
す

　る
。

○
行
政
区
の
区
割
り

　
　
　
　
　
　変
更
に
つ
い
て

○
議
員
報
酬
の
住
民
税
特
別
徴

　収
に
つ
い
て

○
中
学
校
空
調
方
式
比
較
検
討

　に
つ
い
て

○
広
域
静
苑
組
合
へ
の
坂
戸
市

　の
加
入
条
件
︵
案
︶
に
つ
い
て

坂
戸
市
加
入
条
件
の
検
討

　
　
　
　
　︵
一
部
抜
粋
︶

○
町
内
循
環
バ
ス
の

　
　
　
　
　
　方
針
に
つ
い
て

○
職
員
の
再
任
用
に
つ
い
て

も
ろ
バ
ス
運
行
方
針
︵
案
︶

︻
協
議
内
容
︼

全

員

協

議

会



　
　
　
　
　
平
成
２６
年
度
当
初
予
算

　
　
　
編
成
、
小
学
校
費
・
中
学
校

　
　
　
費
・
幼
稚
園
費
は
。

　
　
　
　
　
川
角
中
学
校
大
規
模
改

　
　
　
造
工
事
を
実
施
。
学
力
向
上

　
　
　
支
援
員
、
児
童
生
徒
支
援
員

　
　
　
の
配
置
を
予
定
。
城
西
大
学

　
　
　
と
提
携
し
た
大
学
生
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
考
え
て
い
る
。

不
登
校
対
策
相
談
員
の
配
置
を
予
定
。

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
事
業

等
を
継
続
し
て
実
施
す
る
予
定
。

　
　
小
学
校
未
改
修
ト
イ
レ
を
平
成

２６
年
度
中
に
全
て
改
修
と
考
え
る
が
。

　
　
計
画
的
に
継
続
し
て
い
く
予
定
。

　
　
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

　
　
両
中
学
校
に
平
成
２６
年
度
に
設

置
工
事
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
平
成
２６
年
度
当
初
予
算
編
成
、

通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

　
　
通
学
路
安
全
対
策
５
ヶ
年
計
画

に
基
づ
き
工
事
・
対
策
を
実
施
。

　
　
毛
呂
山
町
青
少
年
育
成
事
業
補

助
金
交
付
要
網
等
の
見
直
し
は
。

　
　
現
行
に
て
支
援
し
て
参
り
た
い
。

　
　
平
成
２６
年
度
当
初
予
算
編
成
、

児
童
福
祉
費
・
保
健
衛
生
費
の
内
、

本
町
の
特
色
の
あ
る
少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
対
策
は
。

　
　
病
後
児
保
育
事
業
は
、
県
内
の

公
立
の
施
設
で
実
施
し
て
い
る
市
町

村
は
少
な
く
、
ま
た
、
町
内
の
医
療

機
関
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他

に
比
べ
簡
便
に
利
用
で
き
る
手
続
き

に
な
っ
て
お
り
、
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
支
援
を
目
指
し
た
い
と
考
え
る
。

市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
策
定
を
予
定
。
妊
婦
健
康
診

査
１４
回
の
定
期
的
な
検
査
に
、
風
し

ん
抗
体
検
査
を
加
え
実
施
予
定
。

　
　
農
地
法
第
３０
条
第
１
項
に
基
づ

き
、
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
耕
作
放
棄
地
化
の
防
止

・
解
消
と
地
域
農
業
の
在
り
方
は
。

　
　
農
業
を
志
す
方
々
に
、
農
地
を

集
積
し
、
農
業
の
担
い
手
を
確
保
し

て
参
り
た
い
。

選
挙
公
約
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　
町
長
就
任
以
来
２
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
。
選
挙
公
約
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
概
ね
８０
％
の
進
捗
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
川
角
駅
周
辺
整
備
、

川
越
坂
戸
毛
呂
山
線
道
路
の
早
期
開

通
に
向
け
て
関
係
機
関
へ
の
働
き
か

け
、
東
部
エ
リ
ア
へ
企
業
が
参
入
し

易
い
環
境
の
整
備
、
高
齢
者
施
策
、

生
活
環
境
整
備
等
に
努
力
し
ま
す
。

　
　
農
業
塾
を
初
め
、
農
業
関
係
の

事
業
は
順
調
で
す
か
。
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
後
期
に
入
り
順
調
で
す
。
塾
生

は
生
産
・
販
売
し
、
利
用
者
に
喜
ん

で
頂
く
事
な
ど
を
経
験
し
、
農
業
は

喜
び
の
産
業
と
感
じ
て
い
る
様
で
す
。

　
　
高
齢
者
の
健
康
作
り
の
為
に
、

平
日
、
使
っ
て
な
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

高
齢
者
に
無
料
解
放
出
来
な
い
か
。

　
　
全
体
の
均
衡
、
平
等
を
重
視
し

な
が
ら
良
い
方
向
に
進
め
た
い
。

　
　
任
期
中
に
、
ど
れ
だ
け
公
約
の

実
現
を
お
考
え
で
す
か
。

　
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
行

い
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
更
に
深
め

て
、
協
働
の
町
づ
く
り
に
向
け
て
邁

進
し
ま
す
。
公
約
実
現
に
向
け
て
や

り
尽
く
す
ぞ
と
い
う
考
え
で
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て

平
成
２１
年
に
企
業
誘
致
予
定
地
を
指

定
し
、
以
来
５
年
が
経
過
し
た
。

　
　
未
だ
に
誘
致
出
来
な
い
状
況
だ

が
。

　
　
企
業
誘
致
は
町
の
最
重
要
課
題

で
す
の
で
町
は
積
極
的
に
誘
致
活
動

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
　
葛
貫
の
予
定
地
の
状
況
は
。

　
　
５
月
に
地
権
者
か
ら
「
商
業
施

設
を
誘
致
願
い
た
い
」
と
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
、
政
策
会
議
等
で
検
討

中
で
す
。

　
　
企
業
誘
致
の
実
現
に
む
け
て
、

町
は
今
後
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
む

の
か
。

　
　
雇
用
の
創
出
、
税
収
確
保
、
町

の
活
性
化
の
為
に
も
、
必
ず
誘
致
で

き
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

−　８　−

小
学
校
の
普
通
教
室
に

　
　
　
エ
ア
コ
ン
の
設
置

小
峰
　
明
雄
　
議
員

暖房を鑑み、早期にエアコンの設置を

町
長
の
選
挙
公
約
の

　
　
進
捗
状
況
を
伺
い
ま
す

村
田
　
忠
次
郎
　
議
員

更なる発展が期待される毛呂山町

中
学
校
へ
の
導
入
後
、早
期
整
備
に
努
め
る
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問
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答答 答 答

答

問問 問

問
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概
ね
８０
％

　
　
公
約
実
現
に
向
け
て
や
り
尽
く
し
た
い



　
　
　
納
税
率
向
上
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
平
成
２４
年
度
県
内
個
人

　
　
　
市
町
村
民
税
納
税
率
一
覧
表

　
　
　
で
は
６３
市
町
村
の
中
で
毛
呂

　
　
　
山
町
は
４３
位
と
残
念
な
結
果

　
　
　
で
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
な

　
　
　
る
住
民
税
の
確
保
は
増
々
重

　
　
　
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
休
日
夜
間
の
電
話
催
告
実
施
、

県
税
事
務
所
と
連
携
し
て
共
同
催
告

の
発
送
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
で

の
収
納
業
務
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
収
納
導
入

の
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
町
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
多

額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
今
後
費
用
対
効
果
も
検
証

し
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

が
ん
教
育
の
取
り
組
み

　
　
子
ど
も
た
ち
が
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
、
命
の
大
切
さ
に

気
づ
き
、
他
者
の
命
を
尊
重
す
る
心

を
は
ぐ
く
む
事
を
目
的
と
す
る
小
中

学
生
の
が
ん
に
対
す
る
教
育
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
か
ら
埼
玉
医
科
大
学
地

域
医
学
・
医
療
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

毛
呂
山
小
学
校
と
毛
呂
山
中
学
校
の

学
習
支
援
や
授
業
補
習
で
保
健
指
導

や
健
康
教
育
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
教
育
委
員
会
と
し
て
も

国
や
県
の
動
向
を
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
今
後
の
が
ん
教
育
に
対
し
て
教

育
長
に
伺
い
ま
す
。

　
　
町
の
児
童
生
徒
が
生
涯
に
渡
り

安
全
安
心
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

が
ん
予
防
を
含
む
健
康
教
育
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
検
診
に
つ
い
て

　
　
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
公
費
助
成
の

お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
国
保
運
営
協
議
会
で
協
議
し
医

療
機
関
と
調
整
し
て
、
補
助
対
象
と

な
る
よ
う
に
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
一
日
も
早
い
脳
ド
ッ
ク
の
公

費
助
成
を
願
う
。

毛
呂
山
町
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
毛
呂
山
町
の
２０
年
、
３０
年
後
を

ど
の
様
な
町
に
作
り
上
げ
よ
う
と
考

え
て
い
る
か
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
援
、

育
成
す
る
と
と
も
に
、
企
業
誘
致
に

よ
る
地
域
の
発
展
、
雇
用
の
創
出
、

ま
た
観
光
資
源
の
発
掘
に
よ
る
観
光

客
の
増
加
を
図
る
な
ど
、
活
力
あ
る

毛
呂
山
町
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
努

力
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
き
ま
り
、
毛
呂
山
町
と

し
て
相
乗
効
果
を
生
む
対
策
は
。

　
　
町
単
独
で
は
な
く
、
川
越
都
市

圏
街
づ
く
り
協
議
会
を
通
し
て
進
め

て
行
く
事
も
一
案
と
考
え
て
ま
す
。

　
　
前
小
沢
町
長
と
井
上
町
長
の
つ

く
ろ
う
と
し
て
い
る
町
づ
く
り
に
違

い
は
あ
る
の
か
。

　
　
誰
も
が
安
全
で
、
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
井
上
町
長
が
目
指
す
毛
呂
山
町

を
一
言
で
言
う
と
ど
ん
な
町
な
の
か
。

　
　
調
和
が
と
れ
た
町
、
子
育
て
す

る
な
ら
毛
呂
山
町
、
安
心
安
全
で
余

暇
を
楽
し
め
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
私
は
医
療
福
祉
の
町
を
目
指

す
べ
き
だ
と
思
う
。
医
療
福
祉
を
掲

げ
、
そ
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
医
療
費
の
軽

減
に
繋
げ
た
り
、
高
齢
者
対
策
、

子
供
育
成
対
策
を
図
る
べ
き
と

思
う
。

川
角
駅
周
辺
対
策

　
　
今
年
３
月
以
降
の
進
捗
は
。

　
　
若
手
職
員
で
構
成
す
る
川

角
駅
周
辺
整
備
庁
内
検
討
会
を

設
置
し
、
検
討
委
員
会
か
ら
の

提
案
に
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

空
き
家
問
題

　
　
空
き
家
条
例
と
同
時
進
行

で
再
利
用
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
先
進
事
例
を
調
査
し
協
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。

−　９　−

本
町
の
小
中
学
校
を

　
が
ん
教
育
の
モ
デ
ル
校
に
！

千
葉
　
三
津
子
　
議
員

がん教育で ＜命の大切さ＞ 学ぶ機会を

毛
呂
山
町
の
町
づ
く
り
を

　
　
　
ひ
と
言
で
言
う
と
！

佐
藤
　
秀
樹
　
議
員

町づくりの基本となる「第四次毛呂山町総合振興計画」
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調
和
の
と
れ
た
町
づ
く
り

健
康
教
育
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
推
進
す
る

要
望

意
見



　
　
　
　
　
自
治
会
に
設
け
ら
れ
て

　
　
　
い
る
公
園
の
遊
具
の
修
繕
に

　
　
　
つ
い
て
町
と
し
て
は
ど
の
よ

　
　
　
う
な
対
応
を
さ
れ
て
い
る
の

　
　
　
か
。

　
　
　
　
　
劣
化
の
判
断
が
必
要
な

　
　
　
の
で
町
と
し
て
は
年
１
回
遊

　
　
　
具
の
点
検
を
業
務
委
託
に
よ

り
実
施
し
、
危
険
性
が
高
い
も
の
に

つ
い
て
は
使
用
を
中
止
し
、
修
繕
か

撤
去
を
地
区
自
治
会
で
判
断
し
要
望

が
あ
れ
ば
危
険
性
・
緊
急
性
に
応
じ

て
町
で
撤
去
し
て
い
る
。
遊
具
の
修

繕
に
つ
い
て
は
町
の
補
助
制
度
も
あ

る
の
で
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
そ
の

周
知
も
し
て
い
る
。

　
　
修
繕
に
つ
い
て
の
町
の
補
助
は

５
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
補
助
の
増

額
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　
　
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
　
各
自
治
会
で
管
理
し
て
い
る
公

園
を
町
が
一
本
化
し
て
管
理
す
る
お

考
え
は
。

　
　
公
園
に
つ
い
て
は
複
雑
な
経
緯

が
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
き
な
が
ら

進
め
て
い
く
べ
き
課
題
。
全
部
一
本

化
す
る
の
は
難
し
い
が
そ
れ
に
沿
う

よ
う
な
考
え
を
進
め
て
い
き
た
い
。

救
急
医
療
キ
ッ
ト

　
　
救
急
医
療
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
県

か
ら
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
進

捗
状
況
は
。

　
　
１１
月
７
日
に
購
入
業
者
を
決
定

し
、
現
在
制
作
作
業
に
取
り
掛
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
１
５
０
０
０
個
作

製
し
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に

配
布
し
て
参
り
た
い
。
配
布
時
期
に

つ
い
て
は
２６
年
２
月
か
ら
を
予
定
し

て
お
り
、
広
報
等
で
配
布
及
び
利
用

方
法
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
単
身

高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
な
ど
、

特
に
援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等

に
つ
い
て
は
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力

を
得
て
重
点
的
に
配
布
を
進
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
意
義

と
こ
れ
ま
で
の
動
き
、
成
果
を
お
聞

き
す
る
。
ま
た
、
開
催
を
申
請
す
る

に
当
た
り
、
開
催
用
件
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
２
つ
の
自
治
会
で

行
っ
た
。
目
白
台
と
第
一
団
地
で
あ

り
、
出
さ
れ
た
意
見
は
企
業
誘
致
の

実
現
、
空
き
家
対
策
、
お
店
の
出
店
、

き
れ
い
な
川
の
再
生
、
高
齢
化
対
策

等
々
。
開
催
は
今
の
所
、
行
政
区
単

位
で
参
加
者
は
１０
名
以
上
と
し
た
い
。

　
　
次
に
毛
呂
山
町
で
も
「
出
前
講

座
」
を
作
っ
て
く
れ
な
い
か
。
実
施

し
て
頂
き
た
い
と
い
う
事
で
す
。

　
い
ま
町
、
町
民
は
超
高
齢
・
少
子

化
社
会
を
迎
え
て
、
介
護
、
老
後
の

生
活
、
独
居
生
活
、
防
災
、
震
災
、

防
犯
か
ら
年
金
・
医
療
な
ど
不
安
が

重
く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
行
政
の
プ
ロ
（
職
員
）
が

分
か
り
や
す
く
、
安
心
・
安
全
の
ア

ド
バ
イ
ス
に
乗
り
出
し
て
頂
き
た
い
。

　
　

現
在
で
も
充
分
対
応
し
て
い
る
。

住
民
の（
知
る
権
利
）尊
重
を

　
　
「
今
も
や
っ
て
い
る
」
と
言
う

答
弁
。
し
か
し
「
出
前
講
座
」
と
は

本
質
的
に
違
う
。
住
民
の
学
習
す
る

「
知
る
権
利
」
等
を
尊
重
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
行
政
は
窓
口
を
一
本
化

し
て
学
習
し
た
い
！
聞
き
た
い
事
項

を
一
覧
メ
ニ
ュ
ー
に
し
、
統
一
し
た

申
請
用
紙
を
提
出
す
れ
ば
行
政
は
講

座
を
実
施
す
る
義
務
を
負
う
講
座
は

住
民
の
権
利
な
ん
で
す
。

　
現
行
の
慣
れ
な
い
「
職
員
派
遣
申

請
書
」
を
住
民
が
作
る
の
は
非
常
に

不
便
で
難
儀
で
す
。

　
私
の
経
験
で
は
あ
る
課
で
は
サ
ー

ク
ル
の
名
簿
、
活
動
記
録
規
約
が
求

め
ら
れ
、
そ
の
上
で
や
っ
と
応
じ
て

も
ら
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
「
出
前

講
座
」
は
本
町
の
発
展
に
是
非
と
も

必
要
と
考
え
る
が
。
早
期
に
発
足
を

お
願
い
す
る
。

　
　
近
隣
の
自
治
体
の
状
況
も
調
査

し
、
充
分
検
討
す
る
。

−　１０　−

公
園
遊
具
の
修
繕
に
対
し

　
　
　
　
補
助
金
の
増
額
を

荒
木
　
か
お
る
　
議
員

今後懸念される公園遊具の修繕と管理

毛
呂
山
町
で
も
早
期
に

　﹁
出
前
講
座
﹂の
実
現
を
！

岡
野
　
勉
　
議
員

町は出前講座で「情報提供と対話」を！

答

答 問

問

答

問

答 問

答 答 問問問

答

充
分
、
調
査
・
検
討
す
る

今
後
の
検
討
課
題



　
　
　
　
　
野
久
保
線
事
業
は
。

　
　
　
　
　
平
成
１５
年
よ
り
着
手
し

　
　
　
今
年
度
全
て
の
用
地
の
買
収

　
　
　
を
終
了
。
来
年
度
で
完
成
。

　
　
　
総
事
業
費
は
、
３７
億
７
千
万

　
　
　
円
。
内
訳
は
１６
億
４
千
万
円

　
　
　
の
国
庫
補
助
金
を
あ
て
る
。

　
　
　
　
　
１８
ｍ
の
道
路
歩
道
幅
の

　
　
　
道
が
出
来
る
。
第
一
団
地
、

第
二
団
地
の
地
域
が
大
き
く
変
化
す

る
。
町
と
し
て
ど
ん
な
発
展
を
予
想

す
る
の
か
。

　
　
地
権
者
の
考
え
方
が
あ
る
。

　
　
　
商
業
地
域
に
な
る
の
か
住
宅

地
域
に
な
る
の
か
急
変
す
る
地
域
づ

く
り
に
町
と
し
て
早
急
に
対
策
を
。

農
業
政
策
の
税
収
効
果
は

　
　
２
年
間
で
何
か
変
化
が
あ
る
か
。

　
　
人
農
地
プ
ラ
ン
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
事
業
、
個
別
補
償
制
度
、

農
業
塾
等
、
国
県
の
補
助
金
で
事
業

を
進
め
て
い
る
。
税
収
効
果
は
数
字

に
表
わ
れ
て
い
な
い
。
農
業
所
得
が

主
た
る
所
得
で
な
い
農
家
が
大
半
を

占
め
て
い
る
の
で
税
収
を
精
査
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

町
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
せ

　
　
町
発
表
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か

ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
見
え
ざ
る
資

産
つ
ま
り
町
の
ブ
ラ
ン
ド
を
活
性
化

に
も
っ
と
活
か
す
べ
き
だ
。

　
　
柚
子
、
流
鏑
馬
、
鎌
北
湖
、
箕

和
田
湖
、
地
域
の
お
祭
り
は
、
今
後

関
係
機
関
等
に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
き
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
。

危
機
管
理
意
識

　
　
自
然
災
害
、
行
政
運
営
特
に
一

部
事
務
組
合
へ
の
危
機
管
理
意
識
は
。

　
　
町
内
の
小
中
学
校
、
保
育
園
に

「
緊
急
時
に
お
け
る
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
不
測
の
事
態
に

備
え
る
。
自
然
災
害
に
対
し
て
職
員

一
丸
と
な
っ
て
住
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
。
西
入
間
広
域
消
防
組
合
は

広
域
化
、
下
水
道
組
合
は
施
設
の
老

朽
化
な
ど
様
々
な
課
題
を
今
後
対
応

し
て
い
く
。

　
　
　
来
年
３
月
に
は
職
員
の
大
量

退
職
が
あ
る
。
危
機
意
識
を
強
く
も

っ
て
行
政
運
営
を
。

　
　
実
際
に
発
生
し
た
時
の
応
急
対

策
は
。

　
　
台
風
や
大
雨
に
よ
る
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
町

職
員
が
役
場
で
早
め
に
待
機
体
制
を

取
り
、
気
象
庁
や
埼
玉
県
か
ら
の
予

報
や
警
報
等
の
情
報
を
的
確
に
収
集

す
る
と
と
も
に
、
町
内
を
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
災
害
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
に
繋
が
る
準
備
体
制
を
と
っ

て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
地
震
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

震
度
５
弱
の
揺
れ
が
発
生
し
た
場
合
、

役
場
職
員
は
直
ち
に
初
動
体
制
を
取

る
こ
と
に
な
り
、
被
害
情
報
の
収
集

や
災
害
に
対
す
る
応
急
処
置
を
と
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

税
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　
　
担
当
者
一
人
当
た
り
の
件
数
な

ど
の
状
況
は
。

　
　
地
域
ご
と
に
担
当
者
を
割
り
振

る
等
の
担
当
制
を
と
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
な
が
ら
１
０
０
万
円
以

上
の
高
額
案
件
に
つ
い
て
は
、
特
別

整
理
事
案
と
し
て
管
理
職
及
び
納
税

係
数
名
で
担
当
し
滞
納
の
解
消
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
特
別
整
理
事
案
の

件
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
人
当
た

り
約
５０
件
の
事
案
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。

消
費
税
に
つ
い
て

　
　

消
費
税
増
税
分
の
事
業
展
開
は
。

　
　
現
行
で
は
、
消
費
税
５
％

の
う
ち
１
・
１８
％
相
当
分
が
地

方
交
付
税
１
％
相
当
分
が
地
方

消
費
税
合
計
２
・
１８
％
相
当
分

が
地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
配
分
率
が

平
成
２６
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

引
き
上
げ
に
よ
り
８
％
の
う
ち
、

１．４
％
相
当
分
が
地
方
交
付
税
と

し
て
１．７
％
相
当
分
が
地
方
消
費

税
と
な
り
合
計
３．１
％
相
当
分
が

地
方
公
共
団
体
に
配
分
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
現
段

階
で
は
平
成
２６
年
度
の
地
方
財

政
計
画
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
金
額
的
に
は
未
定
。

−　１１　−

町
の
ブ
ラ
ン
ド
を

　
　
　
大
い
に
活
用
せ
よ

岡
部
　
和
雄
　
議
員

町のＰＲに繋がる地域の祭り

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
　

　
　
　
　
　
　
災
害
の
対
策
は

藤
岡
　
健
司
　
議
員

町の防災訓練

答

答 問

答

問問

答

答

問

問

問

答 答問

問答

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切

関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
く

要
望

要
望



　　人
権
擁
護
委
員
候
補
の
推
薦

に
つ
い
て
の
諮
問
は
、
全
員
異

議
な
く
適
任
で
あ
る
と
の
答
申

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
新
任
︶

　
　
　
　毛
呂
山
町
西
大
久
保

　
　
　
　
　昭
和
３１
年
７
月
生

︻
毛
呂
山
町
表
彰
︼

　特
別
有
効
表
彰

　
　在
職
満
２０
年
以
上

　
　
　
　

長
瀬

　　衛
　

　議
員

︻
入
間
郡
町
村
議
会
議
長
会
表
彰
︼

　
　議
長
と
し
て
４
年
以
上

　
　
　
　

堀
江

　快
治

　議
員

　
　在
職
２０
年
以
上

　
　
　
　

高
橋

　達
夫

　議
員

　
　在
職
１０
年
以
上

　
　
　
　

下
田

　一
甫

　議
員

　
　
　
　藤
岡

　健
司

　議
員

　
　感 

謝 

状

　
　
　
　堀
江

　快
治

　議
員

　
　
　
　
　
　
　
　

︵
前
議
長
︶

堀
口
さ
ん
︵
女
性
︶

●
現
在
は
東
京
の
大
田
区
に
住

議会の動き

傍
聴
席

ん
で
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
陸

上
部
に
所
属
。
仕
事
は
羽
田
空

港
の
ラ
ウ
ン
ジ
︵
待
合
室
︶
で
働

い
て
い
ま
す
。

　夢
は
チ
ー
フ
︵
責
任
者
︶
に
な

る
こ
と
。

　

峯
岸
さ
ん
︵
男
性
︶

●
現
在
は
調
理
師
の
学
生
。
四

月
か
ら
就
職
も
決
ま
り
働
き
ま

す
。
夢
は
﹁
大
き
な
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
キ
﹂
を
一
人
で
作
り

上
げ
る
こ
と
。

　お
二
人
の
印
象
に
残
り
喜
ん

で
も
ら
え
れ
ば
幸
せ
。

−　１２　−

１０月２８日
３０日

１１月　１日
１１月　６日

１１日
１３日
１９日

２０日
２５日

２６日

１２月　２日
　

１０日
１０日
１９日

１月　８日
１７日

広域静苑組合議員視察
坂戸地区衛生組合議員研修

第８２号議会だより発行
毛呂山・越生・鳩山公共下水道
組合議員視察
入間郡町村議会議長会
町村議会議長会全国大会
広域静苑組合議会全員協議会
議会運営委員会視察
坂戸地区衛生組合議員連絡調整会議
議会運営委員会
全員協議会
議会だより編集委員広報研修会

第４回（１２月）定例会

全員協議会
議会だより編集委員会
議会だより編集委員会
埼玉西部環境保全組合全員協議会
議会だより編集委員会
次回定例会は３月です。

１２月定例会傍聴者数

〜

傍聴者数（人）本会議日

１２月　２日 （月）
１２月　３日 （火）
１２月　４日 （水）
１２月　５日 （木）
１２月１０日 （火）

　０
２１
３４
　０
　０

　４
月
に
消
費
税
が
、
引
き
上
げ

に
な
り
町
で
は
、
税
率
の
ア
ッ
プ

に
よ
る
、
水
道
料
金
と
農
業
集
落

排
水
の
料
金
が
ア
ッ
プ
に
な
り
ま

す
。
現
在
、
日
本
経
済
は
「
失
わ

れ
た
二
十
年
」
と
い
わ
れ
る
長
期

低
迷
が
続
き
、
勤
労
者
世
帯
の
所

得
も
消
費
支
出
も
下
落
し
て
い
ま

す
。「
デ
フ
レ
」「
価
格
破
壊
」
が

言
わ
れ
て
い
る
今
、
消
費
税
率
が

引
き
上
げ
に
な
る
、
直
前
ま
で
の

い
わ
ゆ
る
駆
け
込
み
等
の
消
費
の

ア
ッ
プ
は
見
込
め
る
も
の
の
、
そ

の
後
の
増
税
に
伴
う
消
費
、
購
買

意
欲
の
低
迷
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
消
費
税
の
増
税
分
の
動
向
や
、

町
の
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
や

発
展
の
た
め
に
今
後
も
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（藤
岡
　健
司
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員
〃〃〃

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　（議
長
）

藤
岡
　健
司

岡
野
　
　勉

弓
田
　茂
樹

佐
藤
　秀
樹

荒
木
か
お
る

千
葉
三
津
子

下
田
　一
甫

荻
野

　淳
子

　氏

人

事

表

彰

人
権
擁
護
委
員

街

角

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

【
新
し
い
紙
面
に
！
】  

今
号
よ
り
街
角
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
紙
面
改
革
」
の
ひ
と
つ
。

町
民
皆
さ
ん
が
登
場
し
ま
す
。

　

成
人
式
で

　
　
　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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